
⒈ 教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画に関すること（第 1 号関係） 

目標と目指す教師像 

奈良学園大学では「建学の精神」として、高度な専門学術知識に裏付けられた実践力を有する有能な

人材を教育・養成し、地域社会及び社会全体の発達・発展に貢献する。また「教育理念」として、現実

に立脚した学術の研究と教育を通じて、明日の社会を開く学識と実務能力を兼ね備えた指導的人材の育

成を目指し、時代の進展に対応し得る広い視野と創造性を培い、誠実にして協調性のある心身ともに豊

かでたくましい実践力を持った人材を養成することを使命としています。 

この使命を達成するために、人間教育学部人間教育学科では、人間教育学専攻に乳幼児教育専修・小

学校専修・中等国語専修、中等（数学・音楽）専攻に中等数学専修・中等音楽専修を置くとともに、特

別支援教育に携わるための専門的見識を有した教員の育成も視野に入れ、目指す教師像を設定し、教育

者の養成を教育の目標としています。 

目指す教師像 

 「豊かな人間性と思いやり」 

 「教育者としての使命感・責任感・情熱」 

 「児童生徒に対する深い愛情」 

 「教科等に関する優れた専門性と指導力」 

 

目標を達成するための計画 

本学部学科では、ディプロマ・ポリシーを策定し、「豊かな人間力」「柔軟な教育力」「高度な実 

践力」の３つの力を備えた教員になることをめざします。 

ディプロマ・ポリシーを示しておきます。 

① 広く豊かな社会的常識をもち、人間的社会的に成熟している 

② 教職に対する使命感をもち、児童生徒に教育的な愛を持って接することができる 

③ 学校現場の様々な教育課題に適切に対応し、チームとして行動することができる 

④ 子どもの発達に応じて授業を構想し指導を工夫する教育の専門家である 

⑤ 自己の学習を振り返り、理論と実践を結びつけた研修を継続的にできる 

⑥ 保護者や地域の人等、学校外の人等と広く連携する力を身につけている 

⑦ 日本の伝統文化を深く理解し、国際的な感覚を身につけている 

このディプロマ・ポリシーを基に、身につける能力を①〜⑦つの構成要素で設定しています。 

 

               図：３つの力を構成する 7 つの構成要素 



それぞれの構成要素の細かな注釈を下の表にまとめています。 

 

次に、カリキュラム・ポリシーを策定し、教員にとって必要な知識及びスキルを身につけるととも

に、教育現場の営みや取り組みを体験することによって教師という職業について認識を深めていきま

す。そのために、1 年から 4 年までの教育課程で教職免許法が定める授業科目を確実に履修すると同時

に、特に「学校見学」や「学校支援ボランティア」として現場で学ぶ機会として人間教育実践力開発演

習の科目を設定しています。加えて、課外活動として「 Cebu 島 語学研修」を学部の特色ある取り組

みとして設定しています。 

 

 カリキュラム・ポリシーを示しておきます。 

① 広く豊かな社会的常識をもち、人間的社会的に成熟した人を育てる教育 

② 教育に対する使命感と情熱をもち、子どもと教育的な関係を築く力をつける教育 

③ 教育の専門家として各教科の内容及び指導法を実践的に深める教育 

④ 個々の子どもを理解し一人一人を生かすとともに集団を指導する力を身につける教育 

⑤ 自己教育力をもち、セルフマネジメント能力と生涯学習能力を身につける教育 

⑥ 学校内外の人々と連携しチームとして活動できる力を身につける教育 

⑦ 日本の伝統文化を深く理解し、国際的な感覚を身につける教育 

 


